
【歴史】第４章「近世の日本と世界」（Ｐ８３～１２６）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑫

２年 氏名（ ）

【経済の成長と幕政改革 ④】 （教科書Ｐ１１８～１１９）

① １８世紀の前半に８代将軍として幕政改革に ①

取り組んだ人物は誰か。

② ①の人物が整備した、裁判の基準と ②

なる法律は何か。

③ ①の人物は、民衆の意見を聴くために、江戸 ③

に設置したものは何か。

④ ①の人物は米価の安定に取り組んだことから、 ④

別に何と呼ばれたか。

⑤ ①の人物が行った改革を、特に何というか。 ⑤
の改革

⑥ ⑤の改革のあとに、幕政改革に取り組んだ老 ⑥

中は誰か。

⑦ ⑥の人物は、特に商人の力を利用して改革し ⑦

ようとした。商工業者の何を認めて改革を進

めたか。

⑧ ⑦を認めたことで、特権や地位を求めて不正 ⑧

な資金が横行した。この資金を特に何という

か。

解 答

徳川 吉宗

公事方御定書

目 安 箱

米 将 軍

享 保

田沼 意次

株 仲 間

わ い ろ



⑨ ⑥の人物のあとに老中になった人物は誰か。 ⑨

⑩ ⑨の人物がすすめた学問は何か。 ⑩

⑪ ⑩の学問を学ばせるためにつくった ⑪

ものは何か。

⑫ ⑨の人物の改革を、特に何というか。 ⑫
の改革

松平 定信

朱 子 学

昌平坂学問所

寛 政


